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消
防
団
春
季
合
同
検
閲

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め 

決
意
を
新
た
に

４
月
24
日
、３
年
ぶ
り
に
春
季
合
同
検
閲
が
城
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
１
、２
、５
～
８
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
考
慮
し
て
、
規
模
縮
小
・
時
間
短
縮
で
の
開
催
と
な
り
、
通
常
点
検
、
機
関
点

検
な
ど
の
ほ
か
、
４
年
無
火
災
を
達
成
し
た
安
達
地
区
隊
第
４
分
団
ら
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

消
防
団
員
は
、
決
意
を
新
た
に
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
去
る
４
月
10
日
に
は
、
消
防
団
初
任
団
員
教
育
訓
練
が
岩
代
運
動
場
で
行
わ
れ
、
91
人
の
団
員
が
、
有
事

に
備
え
て
、
放
水
用
ホ
ー
ス
の
取
り
扱
い
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。（
写
真
３
・
４
）
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二本松市消防団　団長
　渡

わたなべ
邊　守

も り お
夫 さん

コロナ禍だからといって災害は待ってくれない
Ｖｏｉｃｅ！ 　新型コロナウイルス感染症が広がって、集団での活動ができなくなり、歯が

ゆい部分がありました。しかし、コロナ禍だからと災害は待ってくれません。
　我々消防団は、たとえコロナ禍であったとしても、防災活動は継続しなけれ
ばなりません。一昨年来、会議等を少人数で行ったり、ＬＩＮＥアプリを活用
しての連絡や情報共有を行ったりしました。各自が感染対策を徹底しながら、
コロナと共存してやっていくしかないと思っています。
　また、深刻な後継者不足を受け、団員の定数やあり方の見直しを行い、「機
能別消防団員」が導入されました。今年度から「機能別消防団員」となった128
人は、消防団ＯB等の経験者で構成され、検閲などの式典には参加しませんが、
有事の際には地域の安全を守る活動を行います。
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